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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】処置具挿通チャンネルの補強用金属コイルと信
号ケーブルとの間において電気絶縁上の問題が発生しな
い、電気安全性の高い内視鏡を提供すること。
【解決手段】遠隔操作によって湾曲する湾曲部１ａが挿
入部可撓管１の先端部分に設けられ、処置具類を挿通す
るための処置具挿通チャンネル２０と電気信号を伝送す
るための信号ケーブル６とが挿入部可撓管１及び湾曲部
１ａの全長にわたって挿通配置されると共に、少なくと
も湾曲部１ａ内に位置する部分の処置具挿通チャンネル
２０の外面に沿って螺旋状に補強用金属コイル２１が巻
き付けられた内視鏡において、補強用金属コイル２１の
外表面に、電気絶縁性の表面処理２１ａを施した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】遠隔操作によって湾曲する湾曲部が挿入部
可撓管の先端部分に設けられ、処置具類を挿通するため
の処置具挿通チャンネルと電気信号を伝送するための信
号ケーブルとが上記挿入部可撓管及び上記湾曲部の全長
にわたって挿通配置されると共に、少なくとも上記湾曲
部内に位置する部分の処置具挿通チャンネルの外面に沿
って螺旋状に補強用金属コイルが巻き付けられた内視鏡
において、
上記補強用金属コイルの外表面に、電気絶縁性の表面処
理を施したことを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に内視鏡の挿入部可撓管内には、処
置具類を挿通するための処置具挿通チャンネルが挿通配
置されており、湾曲部内においては、腰折れ防止のため
の補強用金属コイルが処置具挿通チャンネルの外面に沿
って螺旋状に巻き付けられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】上述のように、処置具
挿通チャンネルは、補強用金属コイルを巻き付けること
により、湾曲部において小さな曲率半径で湾曲されたと
きの腰折れ防止に大きな効果がある。
【０００４】しかし、電子内視鏡や超音波内視鏡等のよ
うに固体撮像素子や超音波プローブ等に入出力される信
号を伝送する信号ケーブルが挿入部可撓管と湾曲部とに
わたって挿通配置されていると、信号ケーブルの被覆に
傷が付いたときにその信号線と補強用金属コイルとが接
触して、電気絶縁上の様々なトラブルの原因になる可能
性がある。
【０００５】そこで本発明は、処置具挿通チャンネルの
補強用金属コイルと信号ケーブルとの間において電気絶
縁上の問題が発生しない、電気安全性の高い内視鏡を提
供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡は、遠隔操作によって湾曲する湾曲
部が挿入部可撓管の先端部分に設けられ、処置具類を挿
通するための処置具挿通チャンネルと電気信号を伝送す
るための信号ケーブルとが挿入部可撓管及び湾曲部の全
長にわたって挿通配置されると共に、少なくとも湾曲部
内に位置する部分の処置具挿通チャンネルの外面に沿っ
て螺旋状に補強用金属コイルが巻き付けられた内視鏡に
おいて、補強用金属コイルの外表面に、電気絶縁性の表
面処理を施したものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は電子内視鏡を示しており、基端が操作
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部２に連結された挿入部可撓管１の先端部分に設けられ
た湾曲部１ａは、操作部２に配置された湾曲部操作ノブ
３を回転操作する遠隔操作により、二点鎖線で示される
ように、任意に屈曲させることができる。
【０００８】湾曲部１ａの先端に連結された先端部本体
４には、内視鏡観察像を撮像するための固体撮像素子５
が内蔵されており、その固体撮像素子５に入出力される
信号を伝送するための信号ケーブル６が、湾曲部１ａ内
及び挿入部可撓管１内の全長にわたって挿通配置されて
操作部２内に達している。
【０００９】操作部２からは、図示されていないビデオ
プロセッサに接続されるコネクタ８が先端に取り付けら
れた連結可撓管７が延出しており、信号ケーブル６はそ
の連結可撓管７内を通ってコネクタ８に接続されてい
る。
【００１０】また、処置具類を挿通案内するための例え
ば四フッ化エチレン樹脂チューブ等からなる処置具挿通
チャンネル２０が、湾曲部１ａ内及び挿入部可撓管１内
の全長にわたって挿通配置されている。
【００１１】図３は、挿入部の先端である湾曲部１ａの
先端部分と先端部本体４部分を示しており、９は対物光
学系である。湾曲部１ａの骨組みである湾曲管は、複数
の節輪１１を図示されていないリベット等で回動自在に
連結して構成されている。１２は外皮ゴムチューブ、１
３は湾曲操作ワイヤである。
【００１２】処置具挿通チャンネル２０の少なくとも湾
曲部１ａ内に位置する部分には、外周面に螺旋溝が形成
されていて、バネ用ステンレス鋼線等からなる補強用金
属コイル２１がその螺旋溝の底部に沿って巻き付けられ
ている。したがって、湾曲部１ａが小さな曲率半径で湾
曲されても、処置具挿通チャンネル２０が腰折れし難
い。
【００１３】図１は、処置具挿通チャンネル２０に巻き
付けられた補強用金属コイル２１の断面を拡大して示し
ており、補強用金属コイル２１の外表面には、例えばポ
リアミド樹脂等のような合成樹脂材のコーティングから
なる電気絶縁性の表面処理２１ａが施されている。
【００１４】したがって、信号ケーブル６の被覆に傷が
付いて、その内部の信号線と補強用金属コイル２１とが
機械的に接触しても、両者間に電気的導通が発生しない
ので、電気絶縁上のトラブルが発生しない。
【００１５】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば補強用金属コイル２１の表面処理２
１ａとしては、コーティング以外の電気絶縁性の処理を
採用しても差し支えない。
【００１６】また、本発明を超音波内視鏡に採用して、
超音波プローブに対して入出力される信号を伝送する信
号線と補強用金属コイル２１との間の電気的導通が起き
ないようにしてもよい。
【００１７】
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【発明の効果】本発明によれば、処置具挿通チャンネル
の外面に沿って巻き付けられた補強用金属コイルの外表
面に電気絶縁性の表面処理を施したことにより、湾曲部
内等において信号ケーブルの被覆が破れても、その信号
線と処置具挿通チャンネルの補強用金属コイルとの間で
電気的導通が発生しないので、電気絶縁上の問題が発生
せず高い電気安全性を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の補強用金属コイルの拡大断面
図である。
【図２】本発明の実施例の電子内視鏡の外観図である。
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【図３】本発明の実施例の電子内視鏡の挿入部の先端部
分の側面断面図である。
【符号の説明】
１  挿入部可撓管
１ａ  湾曲部
４  先端部本体
５  固体撮像素子
６  信号ケーブル
２０  処置具挿通チャンネル
２１  補強用金属コイル
２１ａ  表面処理

【図１】 【図２】
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要解决的问题：为内窥镜提供电气安全性，其中在用于医疗仪器插入通
道的加强金属线圈和信号电缆之间不会发生任何电绝缘问题。解决方
案：在内窥镜中，通过遥控弯曲的弯曲部分1a设置在柔性管1的插入部分
的端部，用于插入治疗仪器的治疗仪器插入通道20和用于传输治疗仪器
的信号电缆6。信号沿管1和部分1a的整个长度插入和设置，并且加强金
属线圈21至少沿着通道20的外表面在位于部分1a中的部分处螺旋缠绕。
在该内窥镜中，电绝缘表面处理21a被施加到线圈21的外表面。
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